
下記は、安全にこ使用いただくための重要な項目です。必ず守つてください。
魏

取扱説明書(保証書付き)

HB¨8778 00¨ 8778

HB¨8779 00中 8779

HB…8780 00‐ 8780

この|た びは、本製
品|を お買い上げい
ただき誠にありが
とう|ございますょ|

■使用前に、こ|の

取扱説明書をよく|

(●使い始めの煙や異臭について       )
・使い始めのうちは、本体からわずかに煙が出たり焦げ臭さを感じることがあり

ますが、これは発熱体の正常な働きによる現象であり、安全上・健康上全く問題
ありません。また、数回使用するうちに徐々になくなります。

●本体の扱い

・ 落としたりぶつけたりしないでください。破損 した場合は直ちに使用をお止め

ください。感電・やけどの原因になります。
・ 使用後はスイッチを切 り、電源プラグをコンセン トからはずしてください。絶

縁劣化による感電や漏電火災発生の恐れがあります。

(●パ ー マ液 は使 用 しな い          )
。強いくせ毛 (縮毛)を 伸ばす等の目的でパーマ液を使用 しないでください。髪を

傷める原因になります。
・ 美容院であてられたカール (パーマ)を 伸ばす場合でも、2～ 3日 は使用 しない

でください。キューティクルを傷める恐れがあります。

(● アイ ロ ンパ イ プ等 の 金 属 部 分 を触 らな い。 )
。アイロンパイス 押さえ板、ウエイティングスタンド等の金属部分は高温になり
ます。また。使用後もしばらくは高温状態が続きます。触らないようにご注意 く
ださい。また毛髪の調整以外の使用や乳幼児への使用はおやめください。頭皮や
顔、首筋等に触れますとやけどの原因になります。

●可燃物の上に置かない

アイロンパイフヽ 押さえ板、ウエイティングスタンド等の金属部分は高温にな り
ます。また。使用後もしばらくは高温状態が続きます。可燃物 (布、紙、ビニール

等)の 上に置かないでくださいまた、。引火物 (ベンジン、シンナー、スプレー等 )

の近 くで使わない。火災の恐れがあります。
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Θ
禁止

●本製品を水につけたり、水をかけない。また、湿気の多いところで

使用 した り保管 しない。濡れた手で使わない。

●引火物 (ベ ンジン、シンナー、スプレー等)の近 くで使わない。

●可燃物 (布、紙、ビニール等)の上に置かない。
●子供の手の届かないところに保管 して、また、使わせない。

●
必ず守る

●本製品は、交流 100V(AC100V 50/60Hz)の 、日本の家庭用コ

ンセン トにつないで使用する。

●使用後は必ず電源プラグからコンセントを抜 く。

⑪
分解禁止

●分解や修理、改造は禁止。

△注意 誤つた取 り扱いをすると、障害または物理的損害の発

生する可能性が想定される内容を示しています。

Θ
禁止

●アイロンパイプヘ、直接ヘアクリームやローション等を付けない。
●毛髪の手入れ以外の目的で使用 しない。

●電源コー ドを傷つけたり、破損 したり、加工 したり、無理に曲げたり、

引つ張つたり、ね じつたりしない。

●
必ず守る

●使用中や使用後に肌などの異常を感 じた時は、専門医に相談する。
●使用中や使用後はアイロンパイフリ甲さえ板、ウエイティングスタ

ンド等の金属部分が高温になっているので、手などを触れない。電

源コー ドは引つ張つたり、東ねたりしない。また、重い物をのせたり、

挟み込んだり、加工 しない。



側面

●準備

1.プラシで髪を整えます

1シャンプー後の髪を半乾き程度ま
で乾かします。
※乾いた髪の場合は、蒸しタオル

等で髪を湿らせておきます。

2.プラシなどで毛先のもつれをほぐ
します。

2.タオル等で首筋から肩を保護します

●アイロンパイプ、押さえ板、ウエ

イティングスタンド等の金属部
分は高温になります。肌に触れま

すとやけどの原因になります。

●使用するタオル等は、熱に溶け
やすい化学繊維 (ナ イロンなど)

ではなく、綿製をご使用くださ
い 。

●アイロンパイプを温める

ア
曇嘉屎＼
ます

ウエイティング
スタンド

テ三ブル等に置

く際にアイロン

パイプが付かな
いように本体を

浮かせます

グリップ部
ここをにぎつて
使用します

押さえ板

アイロンパイプ
との間に巻き始
めの髪を挟んで

固定 します

上面
スイッチ書『

レバー
髪を挟

む際に

押さえ

板を浮
かせま

す

ライト

電源スイッチ
をHIまたは
LOに入れると
点灯します

電源スイッ ●電源スイッチをHI

またはLOに入れ、
ウエイティングス

タンドを立てて置
き、10～ 15分間そ
のままにして、温度
が安定するのを待
ちます。

温度選択の目安

LO(低 )

傷んだ髪の方、ヘアダイやパーマをか
けたばかりの方
※ご家庭や美容室でパーマをかけた
直後の3～4日 はこ使用をお控えく
ださい。

HI(高 )

カールをしっかりかけたい時やくせ
の付きにくい方

プラグ

●上にスライド
させると
HK高 )

●中央が
OFF(切 )

●下にスライド
させると
LO(低 )

回転式コネクター

※お使いの機種により多少形状が異なります。

●使い始めの煙や異臭について

・使い始めのうちは、本体からわずかに煙が出たり焦げ臭さを感 じることがあり

ますが、これは発熱体の正常な働きによる現象であり、安全上・健康上全 く問題

ありません。また、数回使用するうちに徐々にな くなります。

●ウエイティングスタンドの使用方法

・使い始めの温度が安定するまでの間や使用後の金属部分が冷えるのを待つ
間に、テーブル等に熱を伝えないようにするためのスタンドです。下図のよ
うに、ウエイティングスタンドを回転させてこ使用ください。

電源コー ド



1.取扱説明書、本体貼付ラベル等の注意書に従つた使用状態で、

保証期間内に故障した場合のみ、無料修理いたします。

2保証期間内でも次の場合には有料修理となります。

(イ )使用上の誤り、または、自己修理、分解、調整、改造等による

故障及び損傷

(口 )お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障および損傷

(ノ 0火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、塩害、異常

電圧、水掛り等による故障及び損傷

(二)消耗または磨耗した部品、付属品の交換

(ホ)本書のご提示がない場合

(へ )本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店の記入がない

場合、あるいは文字を書きかえらた場合 (但 し、販売シァル

や領収書でも未記入項目の代用となります)

(卜 )本品本来の用途以外に使用された場合の故障及び損傷

●本体の扱い方

通常の持ち方

●アイロンパイス押さえ板、ウエ
イテイングスタンド等の金属部
分を触らすにグリップ部をにぎ
ります。

髪の毛の挟み方 (レパーの使しヽ方〕

●レノヽ一を下方向に押し、押さえ
板を開いて、アイロンパイプとの
間に髪を挟みま鳥

5.巻き終えたらそのまま
10秒ほど保持しま魂

6.レパーを押し、押さえ板
を開いて、髪から抜きま

丸

基本的なカーJレの付け方

●内巻きと基本的には同じで

すが、

●毛東をはさむ際は押さえ板
を内側にしま丸

●また、髪は外側に巻き上げま

丸

●縦に巻いたり、スパイラル (らせん〕状に巻いたり、少しずつ巻いたりと、巻
き方を変える事によって、様々なカールがお楽しみいただけます。

(チ )一般家庭用以外 (例 :業務用、または業務用に準ずる使用方法 )で

使用された場合の故障及び損傷

3.ご贈答、ご転居等で本保証書に記入のお買い上げ販売店に修理をご依頼

になれない場合は、弊社修理 ご相談センターにお問い合わせください。

4.本書は日本国内においてのみ有効です。
This warranty is valid only in Japan.

5.本書は再発行いたしませんので紛失しないよう大切に保管してください。

修理メモ

4

1.5cmほ どの幅で毛束をとります。

2.毛東を持ったまま毛先から
10cmほど上の毛束を押さえ板
ではさみます。

3.はさんだまま本体を

毛先方向へすべらせます。

4.毛先をはさんだまま、

本体を回しながら、髪
を巻き上げます。

(切 りとり線 )



●アイロンパイス 押さえ板、ウエイティングスタンド等の金属部分は使用後もしば

らくは高温状態が続きます。触 らないようにご注意 ください。頭皮や顔、首筋等に

触れますとやけどの原因になります。お手入れや収納は冷めてから行ってくださ

い 。

●スタイリング剤などがアイロンパイプに残っていると、次回に使用する時に焦げ

付いたりすることがありますので、73ヽ き取つておいてください。

●収納時はコー ドを本体に巻き付けないで ください。コー ドに負荷がかかつて断線

の原因とな り、感電やショー トの恐れがあります。また、コー ドの傷みを防ぐため、

ね じれを直 しておいてください。

●浴室内や湿気の多いところや、洗面台などの水のかか りやすい所に保管 しないで

ください。絶縁劣化や内部が腐食 して感電や火災の原因になります。

●お子様の手の届 くところに保管しないでください。事故やけがの原因にな ります。

●お手入れをする時は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。また、高

温になるアイロンパイス 押さえ板、ウエイティングスタンド等の金属部分の温度

が十分に下がつてから行ってください。

●水洗いはできません。事故や故障の原因にな ります。

●本体の汚れには水で薄めた食器用中性洗剤を少量、柔らかい布などに浸 して、固

く絞ってから拭いてください。その後乾いた布で水分を拭きとってください。

●シンナ…やベンジン、アルコールは絶対に使用 しないでください。

●アイロンパイプはきれいに保ち、スタイリング剤や汚れが残っていないようにご

注意 ください。次回に使用する時に焦げ付いたり等の トラブルの原因にな ります。

(切 りと り線 )

※この保証書は、本書に明示した期間、条件のもと

において無料修理をお約束するものです。
※この保証書によつて保証書を発行している者

(保証責任者 )、 及びそれ以外の

事業者に対するお客様の法律上の権利を

制限するものではありません。
※保証期間経過後の修理についてご不明の場合は

い上げの販売店または弊社

ご相談センターにお問い合わせください。

記入いただいた保証書の内容は、
―ビス活動及びその後の

安全点検活動のために記載内容を利用させて
いただく場合がありますので、ご了承ください。

◎ 閲NK株 式会社 オーム電機
〒342-8502埼玉県吉川市旭 3‐ 8
http:〃 www ohm― electric co jp

修理に関するこ相談は 修理こ相談センターヘ

1048‐992…3970平日9:OO～ ]7:00
受付 1   上  日 祝 日及 び年末年始 は除 きます

製品に関するお問い合わせは お客様相談室 へ

0120¨ 963‐ 006 048‐992…2735
平 日 9:00～ 17:30 土曜 9:00～ 17:00

65

型番 HB-8778 HB‐ 8779 HB‐ 8780
パイプ径 16mm 26mm 32mm

電 源 AC100V 50/60Hz
消費電力 約 13W 約24W 約32W

フ
1彗醒
卜「キ:キI曾:

最高約85℃ 最高約85℃ 最高約85℃

最高約 145℃ 最高約 145℃ 最高約 145℃

温度ヒューズ 187℃ 187℃ 187℃

本体質量 約250g 約320g 約395g
コー ド長さ 約20m


